
 

 

 

 いかがお過ごしですか 
 

いつもは「知多中学校のみなさんへ」ということで、知多中学校に関わる人や、この HPを

見てくださる方に向けてできることを考えて掲載させてもらっています。 

今回は、２年生のみなさんへ通信を書きます。違いは何かというと、僕には知多中学校２年

生のみんなの顔が浮かぶということです。みなさんと書きましたが、少し一人一人と対話する

ことをイメージさせて下さい。それでは 

 

「今日はこどもの日だね。」 

「この前の HPで４コママンガを描いてみたんだけど、意外と面白くなかった？」 

 … 

「え？あぁ、そう…（笑）」 

「休校がしばらく続いてるけど、苦しいことや辛いことはないですか？」 

 … 

「元気ですか？って聞くと、心配させないように『元気ですよ』って答えるかなと思って。」 

「僕は辛いです。か・ら・いではありません。つ・ら・いです。辛い時にはちゃんと泣けばい

いんだよ。そうしたら心がすっきりするから。」 

「誰かと話したり、反対に一人で何も考えなかったり、どちらも大切です。」 

「何か心配なことがあれば言ってください。」 

 

さて、２年生のみなさん、たった１本の糸では心もとないかもしれません。頼りないという

ことですね。でも、その糸が縦や横にたくさん織りなすことで布ができあがります。その布は

誰かを暖めるかもしれません。もしかしたら、自分自身を暖かくしてくれるかもしれません。

ほつれてしまいそうな糸はありませんか？ほどけてしまうということです。気付いたら縫い直

してあげましょう。２年生のみんなが集まって布になるからね。ほつれてしまいそうな人は

「おぉい、ほつれるぞぉ。」って教えてくださいね。 

それではみなさん、明日、また HP見てくださいね。 

 

保護者のみなさまへ 

いかがお過ごしでしょうか。早いものでもう１年と 1ヶ月が過ぎました。実感がないです

が、先輩になりました。１年前の入学式で涙を浮かべてみえる保護者の方たちを覚えていま

す。そして、その場で「卒業式でも、涙を流しましょう。」と話させていただきました。あ

りがたいことに２年生主任になることができました。ご家族の心身の健康がお子さんの健康

へと繋がります。何か心配なことがありましたら、７日（木）の課題配布日以降にお知らせ

ください。この状況ですので何ができるのかはわかりませんが、何ができるのかを一緒に考

えさせていただくことはできます。 
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